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Ｘ線分光撮像衛星XRISMのファーストライト観測データを公開 

 

 

この度、工学部の森浩二教授が開発責任者を務めるＸ線 CCD カメラを搭載したＸ線分光撮像衛星 XRISM（クリ

ズム）のファーストライト観測データが公開されましたのでお知らせします。 

 

XRISMは我が国で7番目のＸ線天文衛星であり、2023年9月7日に鹿児島県種子島センターから打ち上げら

れました。XRISMには軟Ｘ線撮像装置Xtend (エクステンド)が、搭載されています。Xtendは、米国NASAのゴ

ダード宇宙飛行センターで開発されたＸ線望遠鏡と、純国産の X 線 CCD カメラの組合せで構成されています。

XtendのＸ線CCDカメラは、本学工学部の森浩二教授が開発責任者を務めており、山内誠教授、廿日出勇教授、

および、本学の学生も開発に貢献しました。 

 

XRISM は打上げ後の一ヶ月は衛星自身の機能を確認する運

用をおこない、その後、観測装置を立ち上げファーストライト観測

をおこないました。Xtendは、10月 14日から 10月 24日に

かけて、約7億7000万光年の距離にある銀河団Abell 2319

（エイベル 2319）の観測を行い X線画像取得に成功していま

す（図 1）。森教授らが開発したＸ線 CCD カメラは広視野が特

徴で、過去の衛星では複数回の観測でようやくカバーしていた

領域をXtendでは一回の観測でカバーできます。 

 

詳細は、以下の JAXAホームページをご覧ください。 

https://www.jaxa.jp/press/2024/01/20240105-1_j.html 

 

Ｘ線で宇宙を観測することで、可視光では見ることのできない宇

宙の姿を捉えることができます。メディア関係者の皆様におかれ

ましては、今後のXRISMの活躍に注視していただくとともに、今

回のファーストライト観測データ公開の取材について検討いた

だければ幸いです。 
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図 1：XRISM 衛星搭載 Xtend で捉えた銀河団

Abell2319 のＸ線画像(紫)。背景は可視光の画

像。白四角が Xtend の視野を表し、その他の四角

は過去の衛星の視野を表す。（クレジット：X 線

（JAXA）、可視光（DSS） ） 
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